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はしがき

平成 7年 5月の食品衛生法改正に伴い、新しい自主衛生管理システムとして

HACCPが導入されることとなった。この新システムにおいては品質管理の結果

を迅速に(その日のうちに)得る必要があるため、培養に長時間を要する従来の

微生物学的検査法はなじまないと考えられている O しかし、 HACCPの中心目

標は微生物制御であり、そのためには直接的に対象徴生物を迅速に検出・同定す

るシステムの開発が強く望まれるところである O 近年 PCR法を始め種々の遺伝

子手法の開発により、対象徴生物を迅速に検出・同定することが理論的に可能と

なり、一部の菌種については実用化の試みもなされているが、この方法が可能と

なるためには、対象微生物毎に、特異遺伝子をクローニングし、特異プライマー

およびプロープを作成し、さらに検出感度に及ぼす食品成分の影響や検出限界、

実用性などを各食品毎に明らかにしておく必要がある O

本研究では、近年新しい食品変敗菌として発見され、産業的にも重要と考えら

れる新種の海洋性ヒスタミン生成菌および低酸性缶詰変敗菌を対象微生物とし

て選び、これらの有害菌に特異な遺伝子を特定し、 PCR法により増幅・検出す

る方法を確立することにより、食品中での検出感度や迅速・簡便性などに優れた

培養法に代る遺伝子的手法の開発を目指した。
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